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1．はじめに 

香川大学情報メディアセンター「DXラボ」[1]は， 

ノーコード/ノーコードプラットフォームの

Microsoft Power Platform[2]を用いた業務シス

テムの内製開発に取り組んでいる．  

DX白書 2021[3]は，「ノーコード/ローコードプ

ラットフォームは，保守品質の確保に課題がある」

と述べている．「DXラボ」でも，システムに問題

が発生し，正しく動作ができない状態であっても，

「システムから送信される週 1回の通知メール」，

もしくは，「システム管理画面へのアクセス」の

いずれかの方法でしかそれを確認できず，開発し

たシステムの保守品質の確保に課題があった． 

SLO（Service Level Objective）[4]は，サービ

ス提供者がサービス品質の目標値を定義したも

のである．情報処理推進機構の非機能要求グレー

ド[5]は，非機能要求を可用性，性能・拡張性，運

用・保守性，移行性，セキュリティ，システム環

境・エコロジーの 6つの大項目に分類，さらに小

項目で 236項目まで細分化し，それぞれ 5段階の

要求レベル（SLO のレベル）を提示した．またシ

ステムの社会的影響度から 3つのモデルを提示し，

モデルごとの SLOの推奨レベルを設定した． 

本研究では，内製開発したシステムの保守品質

について必要な SLOを設定し，そのレベルに基づ

いて保守品質を確保することを目的に，内製シス

テムを対象とした監視システム「KadaMonitor/カ

ダモニタ」（以下，カダモニタと呼ぶ）を開発す

る．本論文では，カダモニタの概要を述べる． 

 

２．カダモニタの概要 

「DXラボ」が内製開発したシステムは，限定さ

れたユーザによって使用されることがほとんど

で，システムがダウンしてもほとんど社会的影

響をうけることはない．情報処理推進機構は，

「システムダウンが発生しても社会的影響をほ

とんど受けないシステムでは，システムの死活

監視・エラー監視程度の運用監視が妥当であ

る」[5]と述べている．本研究では，内製開発し

たシステムの実行ログを定期的に取得し，シス

テムが正しく動作していることを確認するシス

テムを開発する． 

カダモニタは，Microsoft 社の提供する Micro 

soft Power Platform を用いて開発する．Mic 

rosoft Power Platformは，Microsoft Power Apps，

Microsoft Power Automate[6]，Microsoft Power 

BI[7]，Microsoft Power Pages，Microsoft Power 

Virtual Agentsの 5種類のサービスから構成され

る．本研究では，Microsoft Power Automate と

Microsoft Power BIを用いて開発する． 

カダモニタは，「ログ取得機能」，「自動実

行機能」，「ダッシュボード機能」，「通知機

能」を有する．図 1は，カダモニタの処理の流

れを示している． 

「ログ取得機能」は，Microsoft Flow[8]の API

を用いて Microsoft Power Automateで内製開発
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図 2 ダッシュボード機能 

図 1 カダモニタのシーケンス図 
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したシステムの実行ログを定期的に取得し，Mic 

rosoft Dataverseで実装された DBに格納する機

能である．1時間ごとに実行され，「成功」，

「実行中」，「失敗」の 3 つのシステムの動作

状況を取得する． 

「自動実行機能」は，Microsoft Formsへの入

力などがトリガーとなる内製開発したシステム

が，ユーザによって 1日以上実行されていない

場合に，Microsoft Power Automate Desktopに

よりシステムを自動実行させる機能である．こ

れによって，長期間使われないシステムであっ

ても，システムの状態を確認できる． 

「ダッシュボード機能」は，ログ取得機能によ

って取得した実行ログを Microsoft Power BIに

よって表やグラフの形で可視化する機能であ

る．図 2は，ダッシュボード機能の画面を示し

ている．なお，Microsoft Power Automateがデ

フォルトで提供しているダッシュボード（Power 

Automate分析）では，環境ごとの成功数・失敗

数をグラフで見ることができるが，カダモニタ

のようにシステムごとの成功数・失敗数をグラ

フで見ることはできない． 

「通知機能」は，内製開発したシステムの実行

が失敗したときに通知する「エラー通知」と毎

日決まった時間にその日の実行件数をまとめて

通知する「KadaMonitorレポート」の２種類のレ

ポートを通知する．図 3は，「エラー通知」と

「KadaMonitorレポート」の画面を示している．

これらの通知によって，実行の失敗が発生して

も素早く気づくことができるため，早期に失敗

への対応が可能となる． 

 

３．まとめ 

本論文では，内製システムを対象とした監視シ

ステム「KadaMonitor/カダモニタ」の概要につ

いて述べた．カダモニタは，定期的に内製開発

した業務システムの実行ログを取得し，ダッシ

ュボードとして可視化及び通知することでシス

テムのエラーに素早く気づくことを支援するシ

ステムである．現在，香川大学において実際に

運用が開始されており，実運用の評価を踏まえ

て検証をおこなう予定である．  
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図 3 エラー通知および KadaMonitor 

レポート通知 
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